
滋賀県と伊藤忠商事株式会社との
社会貢献連携協定締結について

滋賀県 × 伊藤忠商事株式会社
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伊藤忠商事株式会社社会貢献連携協定項目

１.環境・生物多様性保全に関すること

２.次世代育成・教育に関すること

３.地域の貢献に関すること

４. SDGs/MLGsの取組みに関すること

５.ブランド・情報発信に関すること

６.社会課題の解決に関すること
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社会貢献連携協定項目



◆滋賀県立琵琶湖博物館との連携、支援
【これまでの主な取組】

◇平成31年3月 琵琶湖博物館リニューアル事業への寄附

（同年5月知事感謝状贈呈）

◇令和2年10月～11月 琵琶湖博物館内展示

企業の日「近江商人と三方よし」開催（10/24～11/23）

◇令和4年3月 琵琶湖博物館研究事業への支援協議

【具体的連携・協働の取組事項として】

○「琵琶湖地域の生物多様性総合保全に関する連携研究プロジェクト」

・日本産希少淡水魚の保護増殖と保全

１）希少淡水魚の飼育技術確立に関する研究

２）希少淡水魚保全に向けた「ため池」環境改善の実証実験

１．環境・生物多様性保全に関すること
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社会貢献連携協定項目-１



２．次世代育成・教育に関すること－1
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◆滋賀県立図書館との連携、支援
【具体的連携・協働の取組事項として】
○外国語絵本寄贈プロジェクトの実施
各国拠点から集めた、現地の絵本を中心とした子ども向け図書を、クリス
マスシーズンに合わせて滋賀県立図書館に寄贈するプロジェクト。昨年度は、
23拠点から326冊の本を寄贈し、今年度も45拠点から749冊が新たに県
立図書館の蔵書に加えられる。

社会貢献連携協定項目-2

寄贈された絵本を加え、多
文化コーナーを拡充。

伊藤忠商事からのクリスマ
スプレゼントとしてクリス
マス企画展示を実施。

教員や司書、ボランティア
など、子どもの読書に関わ
る人々への研修会で出張展
示を開催。

市町の図書館を通じて、多
文化教育の資料として学校
に貸出。



2. 次世代育成・教育に関すること－２
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◆滋賀県内教育機関との連携、支援

【これまでの取組】

◇読書バリアフリーの推進につながるiPadの寄贈

視覚に障害がある子どもたちが利用しやすい電子図書※がインストールされた
iPad の寄贈（計114台）

※マルチメディアDAISY(デイジー)図書
目次から読みたい見出しやページに移動することができ、文字や画像をハイライトしながら、

音声と一緒に楽しむことができる電子図書。パソコンやタブレットを使って再生する。

【具体的連携・協働の取組事項として】

〇特別支援学校や総合教育センターの教員
研修で活用

〇県内の図書館では、読書バリアフリーに
関する啓発展示や職員研修に活用

社会貢献連携協定項目-２



4. SDGs/MLGsの取組みに関すること
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【具体的連携・協働の取組事項として】
◇ITOCHU SDGs STUDIOでの「わたしがはじまる、出発展」開催

SDGs×旅をテーマとして、滋賀県の人・文化・自然をとおして

SDGsについて考えるきっかけとなる企画展示を実施。

展示内で滋賀県のMLGsの取組についても紹介。

◇「SDGs全国フォーラム2022 滋賀・びわ湖」での連携

多田博子氏（伊藤忠インターナショナル会社 ワシントン事務所長）

がフォーラムの第一部に御登壇。

ポスターセッション会場において、伊藤忠商事株式会社の社会貢献の

取組について発信。

社会貢献連携協定項目-４



５.ブランド・情報発信に関すること
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◆滋賀県内教育機関との連携、支援

【これまでの取組】

◇「伊藤忠兵衛×滋賀―創業の地を巡るー」

伊藤忠アートスクエアでの開催

【具体的連携・協働の取組事項として】
○「わたしがはじまる、出発展」での、シガリズムの発信

ITOCHU SDGs STUDIOでの展示において、シガリズム
のコンセプトについて紹介し、滋賀の魅力の発信を行う。

社会貢献連携協定項目-５


